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はじめに

本研究は,まず,申請者らがこれまでの試簸研究で行ってきた,我が国低暖

地に導入可能な有望革種と亜熱帯地域で利用されている暖地型イネ科 .マメ科

牧草について,家畜への給与飼料を考慮 し,それぞれの調製を行った場合の車

種別の分画蛋白質の利用様式,すなわち,粗蛋白質を分解性蛋白質の非分解性

蛋白質,さらに,ウシの第4胃以下で吸収利用されるものと不消化部分につい

て明らかにする,その際,簡便で適切な分画方法を検討する.また,サイレー

ジ調製時あるいは開封時の発熱が蛋白質分画に及ぼす影響についてし,給与粗

飼料成分の基礎資料として寄与する新しい知見を得ることを目的とするもので

ある.
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